
（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
三
十
二
号

o三r
p十s
q三t
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

o三r
p十s
q三t

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十

七
条
の
五
十
八
第
一
項
（
登
録
）
の
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の

登
録
又
は
同
法
第
七
十
七
条
の
六
十
六
第
一
項
（
構
造
計
算
適
合
判

定
資
格
者
の
登
録
）
の
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録

イ

建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
一
万
円

ロ

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録

登
録
件
数

一
件
に
つ
き
一
万
円

平成™�年�月›日 水曜日 (号外第˜™š号)官 報

（
経
過
措
置
）

第
三
条

新
法
第
六
条
か
ら
第
六
条
の
三
ま
で
又
は
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後

に
新
法
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申
請
又
は
新
法
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
が
さ
れ
た
建
築
物
に
つ
い
て
適
用
し
、施
行
日
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
基
準
法（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
申

請
又
は
旧
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
さ
れ
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
旧
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条
の
二
又
は
第

八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
七
条
の
二
第
一
項
（
旧
法
第
八
十

七
条
の
二
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
指
定
を

受
け
て
い
る
者
は
、
新
法
第
六
条
の
二
第
一
項
（
新
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条
の
二
又
は
第
八
十
八
条

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
七
条
の
二
第
一
項
（
新
法
第
八
十
七
条
の
二

又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者

と
み
な
す
。

３

施
行
日
前
に
旧
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
又
は
第
十
八
条
第
二
十
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
特
定
行
政
庁

が
し
た
仮
使
用
の
承
認
は
、
新
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
又
は
第
十
八
条
第
二
十
四
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

特
定
行
政
庁
が
し
た
認
定
と
み
な
す
。

４

施
行
日
前
に
旧
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
又
は
第
十
八
条
第
二
十
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
が

し
た
仮
使
用
の
承
認
は
、
新
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
二
号
又
は
第
十
八
条
第
二
十
四
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
建

築
主
事
が
し
た
認
定
と
み
な
す
。

５

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
二

以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
、
施
行
日
に
新
法
第
十

八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
し
た
者
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
に
係

る
当
該
指
定
の
有
効
期
間
は
、
同
日
に
お
け
る
そ
の
者
に
係
る
旧
法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の

有
効
期
間
の
残
存
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

６

新
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
五
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
を
経
過
す
る

日
以
後
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
に
当
該
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
新
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

７

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要

件
を
備
え
る
者
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
新
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
九

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
七
十
七
条
の
六
十
六
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

８

施
行
日
前
に
旧
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
し
た
命
令
は
、
新
法
第

七
十
七
条
の
三
十
五
の
九
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
等
が
し
た
命
令
と
み
な
す
。

９

施
行
日
前
に
さ
れ
た
旧
法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
七
十
七
条

の
三
十
五
の
十
六
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

10

施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措

置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
条

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
第
四
号
中
「
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
同
法
第
二
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
イ

及
び
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
六
十
七

条
の
三
第
三
項
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
二
十
条
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
六
項
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
十
二
条
第
七
項
」
を
「
第

十
二
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
五
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
」
の
下
に
「
昇
降
機
並
び
に
」
を
加
え
る
。

（
消
防
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
六
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
第
六
十
八
条
の
二
十
三
第
二
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
建
築
士
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
第

一
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
官
公
庁
施
設
の
建
設
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

官
公
庁
施
設
の
建
設
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
の
資
格
を
有
す
る
者
」
を
「
に
規
定
す
る
建
築
物
調
査
員
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
の

資
格
を
有
す
る
者
」
を
「
に
規
定
す
る
建
築
設
備
等
検
査
員
」
に
改
め
る
。
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